
7
月
27
日
、
和
田
町
で
地
元
の
方
々
が
地

域
の
お
宝
（
地
域
資
源
）
を
案
内
す
る
看

板
を
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し

た
。
同
町
は
平
成
22
年
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
に
取
り
組
み
、
お
宝
さ
が
し

（
地
域
探
索
）
や
将
来
構
想
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
設
置
し

た
和
田
町
散
策
マ
ッ
プ
看
板
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
中
で
地
元
の
方
々
が
見
つ
け

た
様
々
な
地
域
の
見
ど
こ
ろ
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、

ぜ
ひ
和
田
町
を
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

同
日
、
行
燈
の
火
が
照
ら
す
頃
、
地
元
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
修
繕
さ
れ
た
不
動
尊

堂
を
中
心
に
、令
和
に
な
り
初
め
て
の
「
不

動
尊
夜
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
夜
町
を
盛

り
上
げ
、
地
元
の
方
々
や
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
ま

り
、
流
し
そ
う
め
ん
や
か
き
氷
、
射
的
や

ベ
ー
ゴ
マ
、
金
魚
す
く
い
な
ど
を
に
ぎ
や

か
に
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
花
火
が
夜

空
を
彩
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

ECOECO
トピックス

お
宝
散
策
マ
ッ
プ
看
板
を
設
置
・

和
田
町
不
動
尊
夜
町

和田町

和田町の
魅力満載の看板を
みんなで設置！！

練習の成果を披露

みんなで心を合わせま
す

ぜひ和田町に
お越しください

お祭りの最後は花火とても楽しかったね♪
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て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
記
念
す
べ
き
１
０
０

回
目
は
、
谷
河
原
町
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
遡
る
こ
と
約
5
0
0
年
、

源
義
家
が
戦
道
具
を
保
管
す
る
と
い
う

意
味
で
「
矢
倉
村
」
と
名
付
け
た
の
が
転

じ
て
、「
谷
河
原
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
谷
河
原
町
農
村
集
落

セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
。道
路
が
広
く
歩

き
や
す
い
道
を
進
み
ま
す
。約
４
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
西
光
寺
や
、
信
仰
を
集
め

て
き
た
石
仏
群
、
並
ん
で
建
っ
て
い
る
天

白
羽
神
社
と
青
麻
神
社
と
い
う
２
つ
の
神

社
な
ど
歴
史
的
な
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
ま

す
。ま
た
、
６
月
に
花
菖
蒲
ま
つ
り
、
10
月

に
は
竹
林
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま

す
。新
た
な
見
ど
こ
ろ
も
満
載
な
谷
河
原

町
を
ぜ
ひ
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
】

谷
河
原
町
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
距
離 
: 約
4
㎞

▼
時
間 
: 約
1
時
間
30
分

てくてくウォークてくてくウォーク100 谷河原町ハイキングコース

 S
TART&

案内してくれた

地元のみなさん

❷❶
❸

❹ ❺

❼
❽

JR谷
河
原
駅

佐竹
小学校

石仏群

至
天
神
林
町

至
佐
竹
郵
便
局

花壇

❻

G

OAL!

 S
TART&

ここでUターン

石仏群❸

女性の信仰を集めた子どもを抱いた子安観音
像などの像と、明治・大正時代に建てられた馬
を祀った馬力神が並んで建っています。

天白羽神社❹

6月30日、12月31日に大祓が行われます。地
元の方が作った茅の輪は圧巻です。茅の輪をく
ぐると健康な心身を授かるとされています。

青麻神社❺

明治の初め氏子が仙台の青麻神社からお札を受け、
中風にご利益があったので、村人にもわかちあおう
と天白羽神社の境内に祀ったとされています。

花菖蒲まつり❻

花菖蒲の見ごろを迎える６月に花菖蒲まつりが行わ
れます。園内には地元の方の手作りした遊歩道があ
り、美しい花菖蒲を間近で見ることができます。

西光寺❷

真宗二十四輩二十四番目の旧跡。唯円房寂照
の開基で、「鬼人成仏」という伝説が残ってお
り、寺宝に鬼人成仏証拠の角などがあります。

大昌不動尊❶

毎年1月と6月に野菜や酒を供えて御田植祭をし、大
切にされています。この施設の不動明王は大日如来
が一切の悪意を降伏させるために忿怒の相を表し
たもので真言密教に繋がっているとされます。

竹林コンサート❼

竹林の中に特設ステージを開設。毎年10月
に開かれる、月明かりの下、風を感じながら
観るコンサートは幻想的です。令和最初とな
る今回は10月27日に開催されます。

石仏群❽

お地蔵さまと馬力神がならんでいます。お地
蔵さまは明治40年、馬力神は明治20年に建
てられたものです。

谷河原町
農村集落センター
谷河原町789

ち       わ
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◇採用者数（Ｈ30.4.2～Ｈ31.4.1）

福利厚生制度

区分
一般行政職
消防職
計

主な事業
短期給付事業
長期給付事業
福祉事業

事業の内容
組合員とその家族の病気・出産・災害等に対し必要な給付を行う

主な事業
給付事業

福利厚生事業

事業の内容
各種見舞金、祝金、弔慰金等の給付を行う

職員レクレーションの実施
人間ドック助成、自主活動（資格取得等）助成を行う

組合員の退職・障害・死亡に対して年金又は一時金の給付を行う

主な事業
職員の健康診断
メンタルヘルスケア

事業の内容
定期健康診断・各種がん検診

ストレスチェックや心の健康相談等の実施、講習会を開催

項目
公務災害
通勤災害

認定件数
4件
0件

健康の保持増進事業や保養施設の運営、住宅資金の貸付等を行う

試験採用
18人
0人
18人

再任用
7人
1人
8人

計
25人
1人
26人

◇職員数の状況

◇一般行政職の給与の状況

◇休暇（Ｈ31.4.1現在）

◇特別職の報酬等の状況（Ｈ31.4.1現在）

◇茨城県市町村職員共済組合

◇常陸太田市職員共済会

◇その他

◇公務災害補償の状況（平成30年度）

◇公平委員会の業務の状況（平成30年度）

＊（　）内は平成18年から5％の減額措置後の額

区分
一般行政部門

区分

合計

延人員研修内容

階層別研修

実務・教養研修

派遣研修

自主教育

教育部門
消防部門

Ｈ30.4.1
363人
89人
88人

Ｈ31.4.1
361人
82人
88人

対前年増減

初任給 平均給料月額 平均年齢 期末・勤勉手当

△2人
△7人
0人

公営企業等会計部門 56人 55人 △1人
計

区分 区分 期末手当
市長
副市長 給料

報酬

教育長
議長
副議長
議員

596人 586人 △10人

◇退職者数（Ｈ30.4.1～Ｈ31.3.31）

区分

一般行政職

年次休暇

消防職
技能労務職

定年

10人
1人
0人

勧奨

3人
0人
0人

再任用
満了
11人
0人
2人

普通 死亡

2人
0人
0人

計

33人
1人
2人

計 11人 3人 13人 2人 36人

7人
0人
0人
7人

地方公務員法第23条の2第1項に基づき、能力及び業績を評価し、
任用、給与その他の人事管理の基礎資料とする。

勤務時間その他勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申
立てはありませんでした。

勤務時間（Ｈ31.4.1現在）
　○午前８時３０分から午後５時１５分まで
　○休憩時間　正午から午後１時まで
　＊特別の勤務（保育所等）に従事する職員の場合は異なる。

◇能力評価　職務遂行の過程において発揮された職員の能力を客
　観的に評価する。
◇業績評価　業務目標の達成度により、その業務上の業績を客観
　的に評価する。
◇評価期間　４月１日～翌年３月３１日

大卒
180,700円

320,600円

885,000円（840,700円）
705,000円（669,700円）
665,000円（631,700円）

460,000円
415,000円
395,000円

43.4歳

期末手当
６月期
12月期
計

６月期
12月期
計

1,300月分
1,300月分
2,600月分

1.675月
1.675月
3.350月

0.925月分
0.925月分
1.850月分

勤勉手当

高卒
148,600円

・１月１日に在職する職員に対して、１年につき２０日
・年の途中において新たに職員となる者は、当該年における在職
  期間に応じた日数（例：４月１日採用者は１５日）

市町村アカデミー研修、茨城県自治研修所の
階層別研修、新規採用職員研修（庁内研修）

茨城県自治研修所の階層別研修以外の研修、
メンタルヘルス研修、ビジネスマナー研修会等

総務省実務研修、茨城県実務研修、
民間派遣研修

通信教育20講座

療養休暇
・職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しな
  いことがやむを得ないと認められる場合
・９０日以内において必要最小限の期間

特別休暇
・選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事
  由により職員が勤務しないことが相当である場合として、市規則
  で定める場合に必要と認められる期間

介護休暇
・職員が配偶者、父母、子等の生計を一にする親族で、負傷、疾
  病又は老齢により２週間以上の期間にわたり介護をする職員に
  対し、６か月を限度に付与（無給）

分限処分……8件　　　懲戒処分……3件

＊保育教諭及び幼稚園教諭は、公立学校共済組合の組合員となっています。

育児休業の取得者数………8人（平成30年度の新規取得者）
部分休業の取得者数………0人（平成30年度の新規取得者）

468人

326人

5人

　42人

　95人

職員の任免及び職員数に関する状況1

職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成30年度）5

職員の服務の状況6

職員の研修の状況（平成30年度）7

職員の福祉及び利益の保護の状況8

人事評価の状況2

職員の給与の状況（Ｈ31.4.1現在）3

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況4

人事行政の公平性と透明性を高めるため「市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定により、平成３０年度
の人事行政等の運営等の状況のうち、主なものについて公表します。なお、詳細は市ホームページでもご覧になれます。

平成３０年度分 人事行政の運営状況のお知らせ平成３０年度分 人事行政の運営状況のお知らせ
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INFORMATION

第
63
回
常
陸
太
田
市
近
郊
中
学
校
卓
球

大
会
結
果

【
８
月
４
日　
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
】

●
中
学
生
男
子
：

優
勝　
　
小
濱
心
斗
（
峰
山
中
）　

準
優
勝　
田
所
広
多
（
瑞
竜
ク
ラ
ブ
）　

第
３
位　
古
徳
聖
（
瑞
竜
ク
ラ
ブ
）　

第
３
位　
山
田
響
（
峰
山
中
）　

●
中
学
生
女
子
：

優
勝　
　
黒
田
小
裕
嘉
（
生
瀬
中
）　

準
優
勝　
市
野
澤
莉
音
（
坂
本
中
）　

第
３
位　
滑
川
小
梅
（
坂
本
中
）　

第
３
位　
松
本
由
貴
（
金
砂
郷
中
）　

第
36
回
常
陸
太
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
シ

ン
グ
ル
ス
大
会
）
結
果

【
７
月
21
日　
山
吹
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
：　

優
勝　
弓
野
佳
介
（
市
体
協
テ
ニ
ス
）　

準
優
勝　
秋
山
康
夫
（
玉
造
町
）

第
３
位　
檜
山
次
男
（
町
屋
町
）

第
３
位　
小
野
瀬
慎
也（
市
体
協
テ
ニ
ス
）

ス
ト
ッ
プ
！
ニ
セ
電
話
詐
欺

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

警
察
官
を
か
た
る
電
話

「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
は
詐
欺
で
す
！

警
察
官
を
名
乗
る
人
物
か
ら
「
あ
な
た
の
口
座
が
悪

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
預
金
が
下
ろ
せ
な

く
な
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。「
新
し
い
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
作
る
の
で
カ
ー
ド
を
預
か
ら
せ
て
ほ
し
い
。
銀
行
協

会
の
者
を
お
宅
に
向
か
わ
せ
る
。
暗
証
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
、
暗
証
番
号
を
伝
え
た
。
身
分
証
明
書
を
首

に
提
げ
た
銀
行
協
会
職
員
を
名
乗
る
男
が
来
た
の
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
な
ど
が
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
で
も
、
他
人
に
暗
証

番
号
を
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
手
口
の
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
名
を
電
話
帳
に

掲
載
し
て
い
ま
し
た
。一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
「
１
１
６
」

に
電
話
し
て
電
話
帳
へ
の
掲
載
を
や
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
す
み
や
か
に
電
話
を

切
り
、
太
田
警
察
署
（
73
‐
0
1
1
0
）
ま
た
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）
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お
知
ら
せ
版
8
月
26
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
郷
土
資
料
館
企
画
展
「
秋
の
文
化

財
公
開
展
」は
、会
期
が「
9
月
13
日（
金
）

〜
11
月
4
日
（
月
祝
）」
に
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

◆
問
：
文
化
課
文
化
振
興
係
（
72
‐

3
2
0
1
）

◇
と
き
：
第
２
回
…
10
月
４
日
（
金
）、

第
３
回
…
令
和
２
年
２
月
７
日
（
金
）

／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

◇
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
：一般
求
職
者

◇
参
加
企
業
：
各
回
約
15
社

＊
参
加
企
業
は
順
次
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

◇
参
加
方
法
：
参
加
希
望
の
方
は
事
前

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
当
日
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

と
履
歴
書
を
必
要
枚
数
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

＊
当
日
、
会
場
で
の
手
続
き
希
望
の
方
は

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
第
3
回
面
接
会
の
参
加
企
業
を
募
集

◇
募
集
企
業
：
市
内
の
事
業
所
（
各
回

約
15
社
）

◇
申
込
期
限：令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

◆
申・問
：
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課 （
内

線
６
２
１
・
６
２
２
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

常
陸
大
宮
（
０
２
９
５
‐
52
‐
３
１
８
５
）

県
内
企
業
を
集
め
た
面
接
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
申
込
不
要
）。

◆
と
き
：
10
月
２
日
（
水
）
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時

〜
４
時

◆
と
こ
ろ
：
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

◆
対
象
：
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
（
高
校
は
除
く
）
の
令
和
２

年
３
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
未
就

職
者
（
概
ね
卒
業
後
３
年
以
内
）

◆
持
参
す
る
も
の
：
履
歴
書
（
複
数
枚
）

◆
問
：
県
労
働
政
策
課
（
０
２
９
‐
３

０
１
‐
３
６
４
５
）

◆
応
募
資
格
：
市
内
在
住
で
、
バ
イ
ク

ま
た
は
車
を
所
有
し
て
い
る
65
歳
程
度

ま
で
の
方

◆
業
務
内
容
：
白
羽
町
・
茅
根
町
・
常

福
地
町
・
松
栄
町
・
中
野
町
・
小
島
町

の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
巡
回
検
針
、
そ
の

他
検
針
に
関
す
る
業
務

◆
業
務
日
：
毎
月
５
〜
14
日
の
う
ち
、

７
日
間
程
度

◆
契
約
形
態
・
委
託
金
額
：
業
務
委
託

契
約
（
個
人
委
託
）、
検
針
１
件
に
つ
き

70
円
（
１
カ
月
あ
た
り
の
件
数
は
９
４
０

件
程
度
）

◆
業
務
委
託
月
：
10
月
か
ら

◆
募
集
人
員
：
１
人

◆
申
込
期
限
：
９
月
24
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
市
販
の
履
歴
書
に
記
入

（
写
真
貼
付
）
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法
：
面
接
（
面
接
日
に
つ
い

て
は
後
日
連
絡
）

◆
申
・
問
：
上
下
水
道
総
務
課
料
金
係

（
〒
３
１
３
‐
８
６
１
１　
金
井
町
３
６

８
３
‐
２
／
72
‐
１
２
３
０
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：
市
の
入

札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
な
い
方
／

入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し
た
い
方

◆
受
付
期
間
：
10
月
１
日
（
火
）
〜
７

日
（
月
）
消
印
有
効

◆
申
請
方
法
：
市
指
定
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
書
留

郵
便
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間
：
11
月
１
日
（
金
）
〜
令

和
２
年
９
月
30
日
（
水
）

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

◆
と
き
：
10
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
1
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

◆
と
き
：
10
月
17
日
（
木
）（
受
付
／
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
）

◆
と
こ
ろ
：
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
：
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
／
い
じ
め
や
家
庭
内

の
問
題
／
金
銭
貸
借
や
相
続
、
近
隣
と

の
も
め
ご
と

◆
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員

◆
問
：
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内

線
１
４
１
）

市
就
職
面
接
会

年
金
相
談（
無
料
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

学
生
の
皆
さ
ん
へ

チ
ャレ
ン
ジ
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

物
品
役
務
等
の
入
札
参
加
資
格
の

申
請（
追
加
）を
受
け
付
け
ま
す

チャレンジ
いばらき
就職面接会
ホームページ
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お
知
ら
せ
版
8
月
26
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
郷
土
資
料
館
企
画
展
「
秋
の
文
化

財
公
開
展
」は
、会
期
が「
9
月
13
日（
金
）

〜
11
月
4
日
（
月
祝
）」
に
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

◆
問
：
文
化
課
文
化
振
興
係
（
72
‐

3
2
0
1
）

◇
と
き
：
第
２
回
…
10
月
４
日
（
金
）、

第
３
回
…
令
和
２
年
２
月
７
日
（
金
）

／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

◇
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
：一般
求
職
者

◇
参
加
企
業
：
各
回
約
15
社

＊
参
加
企
業
は
順
次
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

◇
参
加
方
法
：
参
加
希
望
の
方
は
事
前

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
当
日
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

と
履
歴
書
を
必
要
枚
数
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

＊
当
日
、
会
場
で
の
手
続
き
希
望
の
方
は

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
第
3
回
面
接
会
の
参
加
企
業
を
募
集

◇
募
集
企
業
：
市
内
の
事
業
所
（
各
回

約
15
社
）

◇
申
込
期
限：令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

◆
申・問
：
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課 （
内

線
６
２
１
・
６
２
２
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

常
陸
大
宮
（
０
２
９
５
‐
52
‐
３
１
８
５
）

県
内
企
業
を
集
め
た
面
接
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
申
込
不
要
）。

◆
と
き
：
10
月
２
日
（
水
）
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時

〜
４
時

◆
と
こ
ろ
：
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

◆
対
象
：
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
（
高
校
は
除
く
）
の
令
和
２

年
３
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
未
就

職
者
（
概
ね
卒
業
後
３
年
以
内
）

◆
持
参
す
る
も
の
：
履
歴
書
（
複
数
枚
）

◆
問
：
県
労
働
政
策
課
（
０
２
９
‐
３

０
１
‐
３
６
４
５
）

◆
応
募
資
格
：
市
内
在
住
で
、
バ
イ
ク

ま
た
は
車
を
所
有
し
て
い
る
65
歳
程
度

ま
で
の
方

◆
業
務
内
容
：
白
羽
町
・
茅
根
町
・
常

福
地
町
・
松
栄
町
・
中
野
町
・
小
島
町

の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
巡
回
検
針
、
そ
の

他
検
針
に
関
す
る
業
務

◆
業
務
日
：
毎
月
５
〜
14
日
の
う
ち
、

７
日
間
程
度

◆
契
約
形
態
・
委
託
金
額
：
業
務
委
託

契
約
（
個
人
委
託
）、
検
針
１
件
に
つ
き

70
円
（
１
カ
月
あ
た
り
の
件
数
は
９
４
０

件
程
度
）

◆
業
務
委
託
月
：
10
月
か
ら

◆
募
集
人
員
：
１
人

◆
申
込
期
限
：
９
月
24
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
市
販
の
履
歴
書
に
記
入

（
写
真
貼
付
）
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法
：
面
接
（
面
接
日
に
つ
い

て
は
後
日
連
絡
）

◆
申
・
問
：
上
下
水
道
総
務
課
料
金
係

（
〒
３
１
３
‐
８
６
１
１　
金
井
町
３
６

８
３
‐
２
／
72
‐
１
２
３
０
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：
市
の
入

札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
な
い
方
／

入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し
た
い
方

◆
受
付
期
間
：
10
月
１
日
（
火
）
〜
７

日
（
月
）
消
印
有
効

◆
申
請
方
法
：
市
指
定
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
書
留

郵
便
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間
：
11
月
１
日
（
金
）
〜
令

和
２
年
９
月
30
日
（
水
）

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

◆
と
き
：
10
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
1
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

◆
と
き
：
10
月
17
日
（
木
）（
受
付
／
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
）

◆
と
こ
ろ
：
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
：
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
／
い
じ
め
や
家
庭
内

の
問
題
／
金
銭
貸
借
や
相
続
、
近
隣
と

の
も
め
ご
と

◆
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員

◆
問
：
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内

線
１
４
１
）

特
設
人
権
相
談（
無
料
）

郷
土
資
料
館
企
画
展

会
期
変
更

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

市ではぶどうの栽培が非常に盛
んで、県内一の生産量を誇って
います。９月に入り市内の各観光
ぶどう園ではぶどう狩りが始ま
るなど、今まさに最盛期を迎え
ている“旬”な果物。今回はそん
な市自慢のぶどうを使った市認
証特産品をご紹介します。

ひたちおおた逸品
の

市内で最も多く生産されているぶどうの王様「巨峰」を使用し、
醸造されたワイン。巨峰特有の芳香があり、酸味が少なくフレッ
シュな味わいです。白とロゼの２種類があります。
＊その他、自社圃場で生産したぶどうを使用した「山ぶどう交配
種ワイン」もあります。

発売以来20年以上愛されているロングセラーの「里美のむヨー
グルト」は食品添加物を一切使用していません。里美高原でのび
のび育った乳牛の生乳と常陸太田の巨峰のコラボレーションをお
楽しみください。＊巨峰味は8月～11月の期間限定販売商品です。

市認証特産品については、市特産品推進協議会
事務局（販売流通対策課内線661・662）までお
問い合わせください。

葡萄ジュース
常陸太田市産巨峰を 100％使用。
ポリフェノールをたっぷり含んだ無
添加の「葡萄ジュース」です。お菓
子作りの材料としても使ってみて
ください。

茨城ぶどうサイダー
巨峰果汁を使用したサイダーで
す。さわやかな風味の中に巨峰の
甘みを感じられます。

常
陸
ワ
イ
ン

「
巨
峰
ワ
イ
ン
」

里
美
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト

「
巨
峰
味
」


